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てから以降は､その 『宗教』は ｢追いっけ追いこせ｣だった｡ところがその ｢追いっけ追いこせ｣が今はだいたい達
成された｡そういう後で日本人の 『宗教』はなくなった｡今は何もない､というようなことをちょっと書いてらっしゃっ
た ｡
非常に回り道をしましたけれども､僕などが､大学に期待するものというのは､そういう日本人の心を占めていた､
企業のエ トスみたいなものが失われたあとの空洞を埋めるものを､大学が市民に提供するということが､期待できな
いだろうかということです｡現状の大学ではそれどころではないということがあるかもしれませんけど､ちょっとそ
ういうことを考えます｡今大学というのは､少なくとも量的にはものすごく拡大 していますし､同世代の半数近 くが
来るというようなことだけでも影響力があるわけですけれども､そういうとこで､いわゆる佐和さんの 『宗教』とか､
あるいは僕が勝手に名付けた企業エ トスというようなものに代わる､大学のエ トスというか､そういうものが世の中
にもう少 し広がる可能性がないのか｡外からの勝手な期待で言うと､そういうものが発信できるような大学であって
欲 しい､というふうに感 じます｡
大学ウオッチャーとして今の大学改革を見てると､今一生懸命大学がやっているのは､まさしく企業エ トスの後追
いみたいなことです｡つまり､企業エトスからいったら､大学はものすごく遅れていて､一周遅れのランナーみたい
なもので､とにかく合理化できることは合理化 しようというのが今の動きだと思います｡当面はそれでいいんじゃな
いかなあというのが､僕なんかが記事を書いてきたスタンスなんですが､さっき言いましたような願望で言うと､果
たしてそれだけでいいんだろうかという気もします｡企業のエトスに代わる大学のエ トスみたいなものが生み出せな
いか｡具体的にはどんなことを考えているかというと､例えばNGOだとか､あるいはボランティアとか､言われる
ところの非営利団体､非営利活動とか､そういうものの輪をもっと広げるような､その中心に大学があるような､そ
ういうふうな社会を考えられないだろうかという気がします｡あるいは別の言い方をすると､知の消費活動｡『知の
生産活動』という本が戦後ずいぶん出ましたけれども､あれも実際に 『知の生産活動』する人は､そんなに多くない
はずなのに､本だけはものすごく出たというのは､やはり戦後日本人が､僕の言葉で言えば企業のエ トスみたいなも
のに相当とりつかれていた証拠 じゃないかという気がします｡｢知｣というのは消費の対象であってはいけないのか｡
若い人を見てると､例えば音楽に対する関心とかは非常に高いわけですけれども､サブカルチャー的なものも含めて､
-イカルチャーの ｢知｣の楽 しさというものを大衆的に広めていく中心に大学はある､というふうなことが期待でき
ないだろうか｡たいへん甘いかもしれないけれども､まあ一応大学ウオッチャーををやってきた私としては､そうい
うふうに原貞嬰を含めて考えるわけです｡
新聞記者としてというよりも､一人の市民としての願望を話 したわけですけれども､現在の進行中の大学改革とい
うことについてコメントすると､今のところ､大学改革は前半というか前の3分の 1というか､そういう段階かと思
います｡今までを前半とすれば､非常にどぎつい言い方をしますと､今までのところ教員にアメをねぶらせるという
か､教員にとってある程度得になるという部分が､どんどん先行 してきたという気がします｡これから起きることは､
むしろ教員にとっては厳 しいことがいろいろと起きてくるのではないか､という予測をいたします｡任期制なんてい
うのはたぶんそんなことではないか｡任期制が実際にどういうふうに貝体化されるかというのは､ちょっと見当がつ
かないんですけれども､ただ僕の感想で言えば､任期制よりも､いわゆる公募制というんですか､それを完全実施す
るというようなことを､もうちょっと徹底 したほうが､実質的なんじゃないかなという気がします｡どこそこの大学
で､こういうキャリアあるいはこういうことを教えられる人を募集 しています､というようなことが新聞広告でどん
どん出ると｡ そういうことになればいいんじゃないかなあと思います｡そうすると､日本では大学ジャーナリズムと
いうのはなかなか確立 しませんけれども､そういう広告が出ることで大学ジャーナリズムも成立するんじゃないかな
あ､というふうなことを考えています｡ついでに言うと (これだけ自分が下手なプレゼンテ-ションをしたうえで言
うのは-んですけれども)採用にあたっては､教育能力を試すという意味で､公開のプレゼンテーションぐらいはやっ
てもいいんじゃないかなあと､そういう夢を持っております｡
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